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Abstract: Starting at 2022, the compulsory subject ”Informatics I” and the elective subject ”Informatics
II” will be set up in high school.All high school students take ”Informatics I”, which focuses on the scientific
understanding of information, including programming. In addition, it was formally decided that ”Informatics
I” will be a new subject in the Common Test for University Admissions. Even in the individual entrance
examinations of each university, there is an increasing possibility that ”Informatics” will be set for the en-
trance examination subjects.In order to introduce ”Informatics” as a university entrance exam, a common
body of knowledge such as the content, scope, and conditions of the question is requred for both university
as the questioning side and high school that is the taking side. However, the body of knowledge of ”Infor-
matics” is not clearly defined.Therefore, in this study, for the purpose of clarifying the body of knowledge,










































































に構成されている．ここでア (ア)とイ (ア)，ア (イ)とイ
(イ)，ア (ウ)とイ (ウ)，がそれぞれ対応している．ア (ア)













( 1 ) ある用語が大分類１～４のどれかに対応する場合は
１～４の分類コードを割り当てる．
( 2 ) さらに中分類までで対応する場合は１（ア）～４（ウ）
までの分類コードを割り当てる．












702），実教出版（情Ｉ 703，情Ｉ 704，情Ｉ 705，情Ｉ 706），
開隆堂出版（情Ｉ 707），数研出版（情Ｉ 708，情Ｉ 709），日







語が 334語，共通部分は 274語であった．JN用語は 82％
がいずれかの教科書に含まれていることになる．
本研究では用語の集合について，3社以上が参照してい
*1 情報処理学会情報入試委員会内部文書 「情報 I」入学試験問題作
成のための知識体系案 (2020.03.07) 及び BOK 案 2
表 1 教員研修用教材による分類
1 情報社会の問題解決 3 コンピュータとプログラミング












2 コミュニケーションと情報デザイン 4 情報通信ネットワークとデータの活用








































掲載社数 用語数 要領分類コード (%) 研修分類コード (%)
6 74 53(71.6%) 74(100%)
5 80 28(35.0% ) 80(100%)
4 83 23(27.7% ) 83(100%)
3 153 17(11.1% ) 153(100%)
2 301 23(7.6% ) 53(17.6%)
1 1355 54(4.0%) 82(6.0%)









表 4 全社 (6 社) 共通の用語
大分類 1
SNS†， アクセシビリティ †， インターネット， コンピュータウイルス—コンピュータウイルス（ウイルス）， パスワード， バック
アップ †， ビッグデータ †， ファイアウォール †， メディア †， メディアリテラシー—メディア・リテラシー， ユーザビリティ †，
ユニバーサルデザイン †， 引用， 個人情報， 産業財産権， 肖像権， 情報セキュリティ †， 知的財産権， 著作権
大分類 2
bit—ビット，HTML，SNS†，アクセシビリティ †，サーバ †，バイト，ピクトグラム，フォント，プレゼンテーション，メディア †，
ユーザビリティ †，ユニバーサルデザイン †，圧縮，可逆圧縮，画素，解像度，階調，情報デザイン †，電子メール †，非可逆圧縮，
標本化， 符号化， 量子化
大分類 3
API， OS—オペレーティングシステム， アルゴリズム， シミュレーション， ソフトウェア †， ハードウェア， フローチャート，
プログラミング言語， モデル， モデル化， 主記憶装置， 変数 †， 補助記憶装置
大分類 4
IPアドレス， LAN， POSシステム，オープンデータ †，サーバ †，データベース，テキストマイニング，ドメイン名，パケット，
バックアップ †，ビッグデータ †，ファイアウォール †，ルータ，暗号化，外れ値，間隔尺度，欠損値，順序尺度，情報システム，
情報セキュリティ †， 情報セキュリティポリシー， 電子メール †， 比例尺度， 変数 †， 無線 LAN， 名義尺度， 量的データ
全体
コミュニケーション， データ， プログラム， 情報
表 5 5 社共通の用語
大分類 1
IoT†， KJ法 †，ウイルス対策ソフトウェア †，サイバー犯罪，ソーシャルエンジニアリング，デジタルデバイド—情報格差，パブ
リシティ権， フィッシング， ブレーンストーミング †， マスメディア †， ユーザ ID， 意匠権， 可用性， 完全性， 機密性， 個人
情報保護法， 実用新案権， 商標権， 情報モラル， 人工知能—AI†， 知的財産， 著作権法， 著作者人格権， 著作物， 著作隣接権，
電子マネー， 特許権， 不正アクセス， 不正アクセス禁止法， 問題解決
大分類 2
16進法， bps†， CSS， GUI， KJ法 †， WWW—World Wide Web†， ピクセル， ヒストグラム †， フレーム， フレームレート，
マスメディア †， 情報通信ネットワーク †， 二進法—2進法， 文字コード， 文字化け
大分類 3
CPU， IoT†， Python， アプリケーションソフトウェア—アプリ， 演算子， 関数， 基本ソフトウェア， 出力装置， 順次構造，
人工知能—AI†， 入力装置， 配列， 標準偏差 †， 表計算ソフトウェア †， 分岐構造—選択構造， 分散 †， 乱数
大分類 4
bps†，DNS， IMAP， IPv6， POP， SMTP，TCP/IP，URL，WAN，Wi-Fi，WWW—World Wide Web†，アクセスポイント，
ウイルス対策ソフトウェア †， クライアント， データベース管理システム， ハブ， ヒストグラム †， プロトコル， 共通鍵暗号方式，


























表 6 4 社共通の用語
大分類 1
認証 †，炎上，マルウェア，PDCAサイクル，CUI†，匿名性 †，ワンクリック詐欺，トロイの木馬 †，セキュリティホール †，クリエ
イティブコモンズライセンス—クリエイティブ・コモンズ †，ガントチャート †，AR†，アンケート †，生体認証 †，デジタル署名 †，
情報社会， テクノストレス
大分類 2
ユーザインタフェース，デジタル，アナログ， Unicode， JPEG， CUI†，量子化ビット数，減法混色，応用ソフトウェア ‡，匿名
性 †，加法混色，全数調査 †，プレゼンテーションソフトウェア，タグ，ソーシャルメディア，ストリーミング †，サンプリング周
波数， fps， dpi， CC， BCC†， AR†， 10進法， ハイパーリンク， シグニファイア， Webページ， デジタル化， アイコン
大分類 3
論理回路， 演算装置， 引数， 制御装置， 鍵 †， 繰り返し構造—反復構造， 昇順 †， 応用ソフトウェア ‡， 待ち行列， 平均値 †， 全
数調査 †， フォルダ †， ソースコード， JavaScript， プログラミング， コンピュータ， メモリ， 誤差， アクティビティ図
大分類 4
認証 †，射影，メールサーバ，パケット交換方式， HTTP， GPS，鍵 †，標本調査，最頻値，昇順 †，応用ソフトウェア ‡，平均
値 †， 尺度， リレーショナルデータベース， プロバイダ， フォルダ †， トロイの木馬 †， セキュリティホール †， ストリーミング
†，クロス集計 †，クリエイティブコモンズライセンス—クリエイティブ・コモンズ †，ガントチャート †， SSL/TLS， ISP， IPv4，
DBMS， ARPANET， アンケート †， ファイル， 生体認証 †， デジタル署名 †， ネットワーク， 相関関係， 相関， データモデル
多義性
構造化， 可視化， 抽象化
表 7 3 社共通の用語
大分類 1
ICT†， PERT図 ‡， QRコード †， Society5.0，アクセス権 †，アップデート，インタビュー †，ウイルス，カラーユニバーサルデ
ザイン，キーロガー，クラウドコンピューティング †，クラッカー，スパイウェア，データサイエンティスト，データマイニング †，
デマ，なりすまし，ネットショッピング，バリアフリー †，フェイクニュース，プライバシー権，ブロックチェーン †，マスコミュ
ニケーション， ユニバーサルデザインフォント， ランサムウェア， ロジックツリー †， ワーム， 一次情報， 因果関係 ‡， 架空請求，
個人認証 †， 信憑性， 著作権（財産権）， 著作者， 電子決済， 電子商取引， 電子証明書 †， 方式主義， 無方式主義
大分類 2
A/D変換 †， AND検索 †， ASCII， CSV， D/A変換，GIF， JISコード， NOT検索 †，OR検索 †， PERT図 ‡， ppi，QRコー
ド †， RGB， Scratch†， Webセーフカラー， Webブラウザ， ZIP， インタフェース †， インフォグラフィック， ゴシック体， サ
ンプリング， スマートフォン †， スライド， トリミング， ドロー系ソフトウェア， バリアフリー †， パリティビット ‡， パルス
符号変調方式—PCM方式， ブログ， プロポーショナルフォント， ペイント系ソフトウェア， メール， メールアドレス， リンク，
レイアウト，ロジックツリー †，ワールドワイドウェブ †，圧縮率，階層構造 ‡，検索エンジン †，光の三原色，色相環，展開，添
付ファイル， 伝達メディア， 電子掲示板， 等幅フォント， 動画， 標本化定理， 表現メディア， 浮動小数点数 †， 補数 †， 明朝体
大分類 3
A/D変換 †， AND回路， NOT回路， OR回路， Scratch†，インタフェース †，オーバーフロー †，クロック周波数，コンパイラ，
シーザー暗号 †， スイッチ †， センサ， テーブル †， デバイスドライバ， デバッグ， ハードディスク， パリティビット ‡， フィー
ルド， フラッシュメモリ， メインメモリ， ライブラリ， リスト， レコード †， レジスタ， 因果関係 ‡， 階層構造 ‡， 丸め誤差，
機械語，記憶装置，降順 †，実物モデル，周辺機器，状態遷移図，真理値表，制御，静的モデル，線形探索，選択 †，組み込み関
数， 代入， 動的モデル， 二分探索， 比較演算子， 浮動小数点数 †， 補数 †， 戻り値， 論理モデル， 論理演算
大分類 4
AND検索 †， ATM， DNSサーバ， ICT†， IP， NOT検索 †， OR検索 †， PERT図 ‡， SSL， VPN，アクセス権 †，アクセス制
御，インタビュー †，オーバーフロー †，クラウドコンピューティング †，コンピュータネットワーク，シーザー暗号 †，スイッチ †，
スマートフォン †，データマイニング †，テーブル †，パリティビット ‡，ブロックチェーン †，ルーティング，レコード †，ローカ
ルエリアネットワーク，ワールドワイドウェブ †，暗号文，異常値，因果関係 ‡，階層構造 ‡，結合，検索エンジン †，個人認証 †，
公開鍵，広域ネットワーク，降順 †，尺度水準，主キー，正の相関，絶対参照，選択 †，代表値，通信プロトコル，電子証明書 †，












共通の教科書用語は 74 語 (表 4)，5 社共通の用語は 80 語











用語 上位概念 用語 上位概念
AND 回路 <論理回路 ビッグデータ <データ
API <インタフェース ファイアウォール <アクセス制御
CPU <ハードウェア フラッシュメモリ <メモリ <記憶装置
CUI <ユーザインタフェース <インタフェース ブログ <WWW |World Wide Web | ワールドワイドウェブ <情報システム
<レコード
GUI <ユーザインタフェース <インタフェース プログラム <ソフトウェア
HTML <プログラミング言語 マスコミュニケーション <コミュニケーション
HTTP <プロトコル マスメディア <マスコミュニケーション <コミュニケーション
IP <TCP/IP <プロトコル マルウェア <ソフトウェア
IPv4 <TCP/IP <プロトコル メインメモリ <記憶装置
IPv6 <TCP/IP <プロトコル メールサーバ <コンピュータ <ハードウェア
JavaScript <プログラミング言語 ユーザインタフェース <インタフェース
LAN | ローカルエリア
ネットワーク
<コンピュータネットワーク <情報通信ネットワーク <ネットワーク ユニバーサルデザイン
フォント
<フォント
NOT 回路 <論理回路 ライブラリ <ソフトウェア
OR 回路 <論理回路 ランサムウェア <マルウェア <ソフトウェア
OS | オペレーティング
システム
<基本ソフトウェア <プログラム <ソフトウェア リレーショナルデータ
ベース
<データベース
Python <プログラミング言語 ワーム <コンピュータウイルス | ウイルス <プログラム <ソフトウェア
SMTP <プロトコル 意匠権 <産業財産権 <知的財産権
SNS <サービス 演算装置 <ハードウェア
SSL <プロトコル 丸め誤差 <誤差
<公開鍵暗号方式 <暗号
TCP/IP <プロトコル 基本ソフトウェア <プログラム <ソフトウェア
VPN <情報通信ネットワーク <ネットワーク 機械語 <プログラミング言語
WAN | 広域ネットワー
ク
<コンピュータネットワーク <情報通信ネットワーク <ネットワーク 共通鍵暗号方式 <暗号
Web ブラウザ <アプリケーションソフトウェア | アプリ | 応用ソフトウェア <プログラム <ソフト
ウェア
検索エンジン <情報システム
Web ページ <WWW |World Wide Web | ワールドワイドウェブ <情報システム 鍵 <暗号







アクセス制御 <制御 公開鍵 <暗号
アプリケーションソフト
ウェア | アプリ | 応用ソ
フトウェア
<プログラム <ソフトウェア 公開鍵暗号方式 <暗号
インターネット <コンピュータネットワーク <情報通信ネットワーク <ネットワーク 産業財産権 <知的財産権
オープンデータ <データ 主記憶装置 <記憶装置
コンパイラ <プログラム <ソフトウェア 出力装置 <周辺機器
コンピュータ <ハードウェア 情報通信ネットワーク <ネットワーク
コンピュータウイルス |
ウイルス
<プログラム <ソフトウェア 生体認証 <認証
コンピュータネットワー
ク
<情報通信ネットワーク <ネットワーク 著作権 <知的財産権
サンプリング <抽出 通信プロトコル <プロトコル
スパイウェア <マルウェア <ソフトウェア 電子掲示板 <サービス
ソーシャルメディア <メディア 動的モデル <モデル
ソースコード <プログラム <ソフトウェア 特許権 <産業財産権 <知的財産権
データモデル <モデル 入力装置 <周辺機器
テキストマイニング <データマイニング 秘密鍵 <暗号
デジタル署名 <暗号 表計算ソフトウェア <アプリケーションソフトウェア | アプリ | 応用ソフトウェア <プログラム <ソフト
ウェア
デバイスドライバ <OS | オペレーティングシステム <プログラム <ソフトウェア 補助記憶装置 <記憶装置
ハードディスク <記憶装置 無線 LAN <LAN | 広域ネットワーク <コンピュータネットワーク <情報通信ネットワーク <
ネットワーク



























用語 下位概念 用語 下位概念
LAN | ローカルエリア
ネットワーク
>イーサネット モデル >データモデル = 動的モデル
>無線 LAN >Wi-Fi >数理モデル >確率モデル
OS | オペレーティング
システム
>ディレクトリ = デバイスドライバ ユーザインタフェース >GUI = CUI
TCP/IP >IP = TCP = IPv4 = IPv6 リンク >ハイパーリンク
アクセス制御 >ファイアウォール 仮説検定 >t 検定 = 帰無仮説
インタフェース >ユーザインタフェース >GUI = CUI 基本ソフトウェア >オペレーティングシステム |OS = コンパイラ
グラフ >棒グラフ 機械学習 >深層学習






>WAN| 広域ネットワーク 誤差 >丸め誤差
>インターネット
>LAN| ローカルエリアネットワーク >無線 LAN >Wi-Fi
ソフトウェア >マルウェア >スパイウェア = ランサムウェア 産業財産権 >商標権 = 意匠権 = 実用新案権 = 特許権
>プログラム >コンピュータウイルス | ウイルス
データ >ビッグデータ = デジタルデータ = オープンデータ 周辺機器 >入力装置 = 出力装置
データベース >リレーショナルデータベース |RDB 情報システム >検索エンジン
>ITS >ETC
>WWW |World Wide Web |ワールドワイドウェブ >Webページ = ブログ = Web
サイト
ハードウェア >コンピュータ >メールサーバ 情報セキュリティ >不正アクセス
フォント >ユニバーサルデザインフォント |UD フォント 制御 >経路制御
>アクセス制御 >ファイアウォール
プログラミング言語 >機械語 = JavaScript = Python = 高水準言語 = SQL 選択 >ルーティング
プログラム >サブルーチン = コンピュータウイルス | ウイルス = ソースコード 知的財産権 >著作権
>基本ソフトウェア >OS | オペレーティングシステム >産業財産権 >商標権 = 意匠権 = 実用新案権 = 特許権
>アプリケーションソフトウェア |アプリ |応用ソフトウェア >ブラウザ >Webブラ
ウザ
プロトコル >SSL/TLS = TLS = SSL = SMTP = HTTPS = HTTP = DHCP = 通信プロト
コル
認証 >電子認証 = 個人認証 = 生体認証
>TCP/IP >IP = TCP = IPv4 = IPv6
マスコミュニケーション >マスメディア 秘密鍵 >公開鍵
マルウェア >ランサムウェア = スパイウェア 無線 LAN >Wi-Fi
メモリ >主記憶装置 = 補助記憶装置 論理回路 >論理ゲート
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